
　選挙運動に係る者はもちろん、投票する有権者も何が違反にあたるか知って
おくほうがいいよね。選挙違反は、犯罪として処罰の対象となるし、候補者や
選挙事務所の関係者ばかりでなく、有権者にも適用されるよ。

【選挙違反の主なケースを紹介】　
買収罪とは
　金銭、物品、供応接待などによる票の獲得や誘導。金銭など実際に渡さなくても、約束するだけで
も違反となるし、買収を促したりした場合も処罰されます。

利害誘導罪とは
　特定のあるいは限られた範囲の有権者や選挙運動者に対し、その者またはそ
の者と関係のある団体（寺社、会社、学校、組合、市町村など）に対する寄付
などの特殊の直接利害関係を利用して投票を誘導した場合に成立します。また、
利害誘導罪に応じたり、利益誘導を促した場合も処罰されます。

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会事務局　☎ 055（262）4111
笛吹市選挙管理委員会
笛吹市明るい選挙推進協議会

NO.20「選挙」
豆知識

～家族で「選挙」のことについて話してみよう～～家族で「選挙」のことについて話してみよう～

有権者のみんな、
注目！

今月は、選挙違反とその罰則 (前編) について
フッキーが紹介します。

　
国
保
税
の
納
付
方
法
が
、
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
対
象
者
の
方
で
、
次
の

1
か
ら
3
に
全
て
該
当
す
る
場
合
、
世

帯
主
の
年
金
か
ら
国
保
税
が
天
引
き
と

な
り
ま
す
。

1
、
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、

世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上

75
歳
未
満

2
、
世
帯
主
の
年
金
受
給
額
が
、
年
間
18

万
円
以
上
で
介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
て
い
る

3
、
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
な
い

※
当
該
年
度
中
に
世
帯
主
が
75
歳
に
な

る
場
合
は
、
年
度
の
途
中
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
と
な
る
た

め
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方
で
も
、

口
座
振
替
へ
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
笛
吹
市
内
の

金
融
機
関
に
て
国
保
税
の
口
座
引
き

落
と
し
の
手
続
き
を
行
い
、
市
役
所

窓
口
に
て
「
国
民
健
康
保
険
税
納
付

方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
以
前
か

ら
国
保
税
を
口
座
引
き
落
と
し
さ
れ

て
い
た
方
は
、
金
融
機
関
で
の
手
続

き
は
不
要
な
の
で
、
市
役
所
窓
口
に
て

「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
国
保
税
は
年
金
支
給
月
（
偶
数
月
）

に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
前
年
度
よ
り
国
保
税
が
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
場
合
、
前
年
度
の
2

月
に
天
引
き
さ
れ
た
税
額
と
同
額
を
、

4
月
・
6
月
・
8
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
し
ま
す
（
仮
徴
収
）。

　
7
月
に
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
を

行
い
年
税
額
が
決
定
し
ま
す
の
で
、
10

月
・
12
月
・
2
月
天
引
き
額
に
つ
い
て

は
、
4
月
・
6
月
・
8
月
に
天
引
き
さ

れ
た
額
を
年
税
額
か
ら
差
し
引
い
た
残

り
を
3
回
に
分
け
て
天
引
き
し
ま
す
。

（
例
）
平
成
29
年
度
の
年
税
額
が
9
万

円
の
場
合

　
仮
徴
収
（
4
月
・
6
月
・
8
月
）
さ

れ
た
金
額
が
、
6
万
円
（
2
万
円
×
3

回
）
と
な
る
た
め
、
年
税
額
（
9
万
円
）

か
ら
仮
徴
収
合
計
額
（
6
万
円
）
を
引

い
た
金
額
は
3
万
円
と
な
り
ま
す
。
10

月
以
降
は
、
1
万
円
（
3
万
円
を
3
分

の
1
ず
つ
）
が
天
引
き
額
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
度
2
月
に
支
給
さ
れ
る

年
金
で
国
保
税
の
天
引
き
が
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
4
月
の
年
金
か
ら
は
天

引
き
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
と
な
り

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
高
齢
者
の
口
腔
機
能
（
か
む
・
話
す

な
ど
）
の
低
下
予
防
や
、
誤
嚥
性
肺
炎

な
ど
の
疾
患
予
防
を
図
る
た
め
「
後
期

高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
6
月
下
旬

に
受
診
券
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
歯
と
口
腔

状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
76
歳
以
上
で
年
度
末
年
齢
が
偶

数
年
齢
の
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

▼
実
施
期
間
　
11
月
30
日（
木
）ま
で

▼
実
施
歯
科
機
関
　
笛
吹
市
歯
科
医
師
会

加
入
の
歯
科
医
院

▼
受
診
方
法
　
希
望
者
本
人
が
直
接
実
施

医
療
機
関
へ
予
約
し
受
診

▼
健
診
料
金

　
無
料
（
治
療
に
な
る
と
有
料
）

▼
健
診
内
容
　
歯
の
状
態
、
口
腔
衛
生

状
態
、
歯
周
疾
患
の
有
無
、
か
み
合

わ
せ
、
嚥
下
機
能

　
9
月
4
日
か
ら
次
の
日
程
で
各
地
区

へ
出
向
い
て
行
う
「
集
団
健
診
」
が
始

ま
り
ま
す
。
特
定
健
診
・
健
康
診
査
や

各
種
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
だ
、
申
し
込
み
が
さ
れ
て
い

な
い
方
は
今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
集
団
健
診
を
申
し
込
ま
れ
て

い
る
方
に
は
、
8
月
に
集
団
健
診
の
ご

案
内
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
健

診
日
ま
で
紛
失
し
な
い
よ
う
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
、
年
度
末
年
齢
が
40
歳
の
方
（
昭

和
52
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
53
年
3
月

31
日
生
ま
れ
）
の
『
集
団
健
診
』
に
お

け
る
特
定
健
診
自
己
負
担
金
（
１
０
０

０
円
）
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
40
歳
代

は
働
き
盛
り
で
あ
る
と
と
も
に
生
活
習

慣
病
の
入
り
口
に
さ
し
か
か
る
年
代
で

も
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
や
ご
家
族
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
毎
年
継
続
し
て
健
診
を

受
け
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
つ
い
て

9
月
か
ら
後
半
の
【
集
団
健
診
】

が
始
ま
り
ま
す

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

〜
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

え
ん
げ

ご
え
ん

わ
せ
、
嚥
下
機
能

特
別
徴
収
の
方
法

特
別
徴
収
の
方
法

国
保
加
入
の
40
歳
に
な
る
方
へ

平成28年度

▼各地区の集団健診の日程・会場

平成29年度

算出方法 前年度２月と同じ額

２万円 ２万円

7月
本算定（年税額の決定）

１万円 １万円 １万円

29年度の年税額の
残りの1/3ずつ

２万円２万円２万円２万円

４月10月 12月 ２月

仮徴収本徴収本徴収本徴収 仮徴収 仮徴収 本徴収 本徴収 本徴収

６月 ８月 10月 12月 ２月

計

9万円税　　額税　　額

月月

年金からの天引き
（特別徴収）

年金からの天引き
（特別徴収）

対象地区

春日居町 9月4日（月）～10日（日） 春日居福祉保健センター

いちのみや桃の里ふれあい文化館

御坂体育館

境川坊ヶ峯ふれあいセンター

八代総合会館

スコレーセンター

9月12日（火）～15日（金）

9月21日（木）～29日（金） ※25日（月）を除く

10月6日（金）～11日（水） ※9日（月）を除く

10月17日（火）～24日（火） ※23日（月）を除く

11月13日（月）～16日（木）

一 宮 町

御 坂 町

境 川 町

八 代 町

石 和 町

健 診 日 会 場

※対象地区の日程で受診が困難な場合には、必ず電話などでご相談ください。
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